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はじめに

本書『Sun Blade™ X6220 サーバーモジュール設置マニュアル』では、サーバーモ
ジュールのシャーシへの設置、サービスプロセッサへの接続、およびプリインストー
ルされた Solaris 10 オペレーティングシステムの設定手順を説明します。

UNIX コマンドの使い方
本書には、基本的な UNIX® コマンドや、システムのシャットダウンや起動、デバイ
スの設定などの手順に関する情報は含まれていないことがあります。このような情報
については、次のドキュメントを参照してください。

■ システム付属ソフトウェアのドキュメント

■ 次の場所にある Solaris™ オペレーティングシステムのドキュメント

http://docs.sun.com

シェルプロンプト

シェル プロンプト

C シェル machine-name%

C シェルスーパーユーザー machine-name#

Bourne シェルおよび Korn シェル $

Bourne シェルおよび Korn シェルスーパーユーザー #
v



表記上の規則

関連ドキュメント
Sun Blade X6220 サーバーモジュールのドキュメントセットの説明は、システムに付
属している『ドキュメントの場所』シートを参照するか、製品のドキュメントサイト
をご覧ください。次の URL を参照し、ご使用の製品のページに移動してください。

http://www.sun.com/documentation

これらのドキュメントの一部については、上記に記載された Web サイトでフランス
語、簡体字中国語、繁体字中国語、韓国語、日本語の翻訳版が入手可能です。英語版
は頻繁に改訂されており、翻訳版よりも最新の情報が記載されています。

Sun ハードウェアのすべてのドキュメントについては、次の URL を参照してください。

http://www.sun.com/documentation

Solaris およびその他ソフトウェアのドキュメントについては、次の URL を参照して
ください。

http://docs.sun.com

字体*

* ご使用のブラウザの設定によっては、表示内容が多少異なる場合もあります。

意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレ
クトリ名、および画面上のコン
ピュータ出力を示します。

.login ファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイルを表
示します。

% You have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面
上のコンピュータ出力とは区別し
て示します。

% su

Password:

AaBbCc123 書名、新しい用語、強調する語句、
および変数を示します。変数の
場合には、実際に使用する特定の
名前または値で置き換えます。

『User's Guide (ユーザーズガイド )』の
第 6 章を参照してください。

これらはクラスオプションと呼ばれます。

これを行うには、スーパーユーザーであ
る必要があります。

ファイルを削除するには、rm <ファイル
名> と入力します。
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Sun 関連ドキュメント、サポート、
トレーニング

製品のアップデート
ダウンロードできる Sun Blade X6220 サーバーモジュール製品のアップデートについ
ては、次の Web サイトのリンクを参照してください。

http://www.sun.com/download/

該当するハードウェアドライバのセクションを探し、「X64 Servers & Workstations 
(X64 サーバーおよびワークステーション)」をクリックします。Sun Blade X6220 
サーバーモジュールのサイトでは、ファームウェアとドライバ、CD-ROM .iso 
イメージのアップデートが提供されています。

サードパーティーの Web サイト
Sun 社は、本書で挙げているサードパーティーの Web サイトの利用について責任を
負いません。また、当該サイトまたはリソースから入手可能なコンテンツや広告、
製品またはその他の素材を推奨したり、責任あるいは法的義務を負うものではありま
せん。さらに、他社の Web サイトやリソースに掲載されているコンテンツ、製品、
サービスなどの使用や依存により生じた実際の、または嫌疑的な損害や損失について
も責任を負いません。

Sun の部門 URL

ドキュメント http://www.sun.com/documentation/

サポート http://www.sun.com/support/

トレーニング http://www.sun.com/training/
はじめに vii



コメントをお寄せください
Sun 社は、ドキュメントの改善を常に心がけており、皆様のコメントや提案を歓迎い
たします。コメントは次のサイトを通してお送りください。

http://www.sun.com/hwdocs/feedback

フィードバックには、本書のタイトルと部品番号を記載してください。

『Sun Blade X6220 サーバーモジュール設置マニュアル』、部品番号 820-2090-10
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章第 1

サーバーハードウェアのセットアップ

この章では、次の項目について説明します。

■ 「設置の概要と用語」(1 ページ)
■ 「サーバーモジュールの挿入」(2 ページ)
■ 「サーバーモジュールの電源投入と電源切断」(4 ページ)
■ 「テスト用ドングルケーブルの使用」(6 ページ)

設置の概要と用語
本書では、次の用語の使い方に注意してください。

■ 「サーバーモジュール」は、ブレードまたはブレードサーバーのハードウェアを指
すものとします。

■ 「シャーシ」は、モジューラシステムのハードウェアを指すものとします。

サーバーモジュールを開梱したら、次の作業を行ってください。

1. サーバーモジュールをシャーシに挿入します。

「サーバーモジュールの挿入」(2 ページ) を参照してください。

2. すべてのケーブル、周辺機器、および電源コードをシャーシに接続します。

使用しているシャーシの設置に関する説明を参照してください。

3. サーバーモジュールの電源を入れます。

「サーバーモジュールの電源投入と電源切断」(4 ページ) を参照してください。

4. シャーシまたはサーバーモジュール上のサービスプロセッサを経由して、サーバー
モジュールに接続します。

本書では、シャーシ上にサービスプロセッサソフトウェア (CMM ILOM) が構成
済みであると想定しています。第 2 章「サーバーソフトウェアのセットアップ」
(9 ページ) を参照してください。
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5. プリインストールされた Solaris™ オペレーティングシステムを設定するか、必要
に応じて、サポートされているオペレーティングシステムをインストールします。

「プリインストールされた Solaris 10 オペレーティングシステムの設定」(33 ペー
ジ) を参照してください。また、『Sun Blade X6220 サーバーモジュールのオペレー
ティングシステムインストールガイド』(820-2095) または『Sun Blade X6220 サー
バーモジュールの Windows オペレーティングシステムインストールガイド』
(820-2100) も参照してください。

6. 必要に応じて、サーバーをカスタマイズします。

詳細は、『Integrated Lights-Out Manager (ILOM) Administration Guide for ILOM 
1.1.1 (ILOM 1.1.1 管理ガイド)』(820-0280) および『Integrated Lights Out Manager 
(ILOM) Supplement for Sun Blade X6220 Server Module (Sun Blade X6220 サー
バーモジュール用 ILOM 補足ドキュメント)』(820-0047) を参照してください。

サーバーモジュールの挿入

注意 – コンポーネントを取り扱う前に、静電気放電 (ESD) 用リストストラップで
シャーシの地金に触れてください。シャーシの前面と背面の両方に接地された場所が
あります。システムのプリント回路基板とハードディスクドライブには、静電気に非
常に敏感なコンポーネントが含まれています。

▼ サーバーモジュールを挿入する

1. シャーシに挿入するスロットを確認します。

2.  (オプション) 必要に応じて、フィラーパネルを取り外します。

レバーを引き出して、フィラーパネルを取り出します。

注 – その他のフィラーパネルは、未使用のスロットに入れたままにします。これは、
シャーシの電磁波障害 (EMI) に関する FCC 規定に遵守するために必要です。

3. エジェクタが右側になるように、サーバーモジュールを縦にします。

次の図に、Sun Blade 6000 モジューラシステムにサーバーモジュールを挿入する手
順を示します。使用するシャーシによっては、図と異なる場合があります。図 1-1 の 
1 番を参照してください。
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図 1-1 サーバーモジュールをシャーシに挿入する

4. ストッパに当たるまで、サーバーモジュールをスロットに押し込みます。

図 1-1 の 2 番を参照してください。

5. 所定の位置に「カチッ」とはまるまで、エジェクタを下方に回します。

サーバーモジュールとシャーシが面一にそろえられ、エジェクタがロックされます。
図 1-1 の 3 ～ 4 番を参照してください。
第 1 章 サーバーハードウェアのセットアップ 3



サーバーモジュールの電源投入と電源
切断
この時点では、サービスプロセッサ (SP) の初期設定を実行できるように、サーバー
にスタンバイ電源のみを適用する必要があります。このセクションでは、主電源モー
ドをオンにする手順およびシャットダウンする手順の両方について説明します。

▼ サービスプロセッサの初期設定のための
スタンバイ電源供給 
この手順で、初期設定の前にサービスプロセッサ (SP) にスタンバイ電源を適用します。

1. 接地 AC 電源コードを、シャーシ背面にある AC 電源コネクタと接地 AC 電源コンセ
ントに差し込みます。詳細は、使用しているシャーシのドキュメントを参照してくだ
さい。

スタンバイ電源モードでは、サーバー前面パネルの電源/OK LED が点滅し、SP が機
能していることを示します。LED の位置については、図 1-2 を参照してください。

注 – この時点では、スタンバイ電源は、Graphics Redirect and Service Processor
 (GRASP) ボードと電源ファンにのみ供給されます。

2. 本書の第 2 章の指示に従って、ソフトウェアの初期セットアップの作業に進んでくだ
さい。

▼ すべてのサーバーコンポーネントの主電源を
投入する

1. スタンバイ電源がオンの状態であることを確認します。

スタンバイ電源モードでは、前面パネルの電源/OK LED が点滅します。図 1-2 を参照
してください。

2. 前面パネルにある、くぼみのある電源ボタンをボールペンなどの先の尖ったもので押
します。

主電源がサーバー全体に供給されると、電源ボタンの上にある電源/OK LED が点灯
し続けます。
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図 1-2 Sun Blade X6220 サーバーモジュールの前面パネル 

番号

1 白の LED - 位置特定

2 青の LED - 取り外し可能

3 黄色の LED - サービスが必要

4 緑の LED - 電源

5 電源オンボタン/スタンバイ

6 Non-Maskable Interrupt (NMI) ボタン (サービス専用 ) 

7 UCP (ユニバーサルコネクタポート ) - ドングルケーブル用

8 緑の LED - ディスク OK

9 黄色の LED - ディスクサービスが必要

10 青の LED - ディスクの取り外し可能
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▼ 主電源モードからシャットダウンする 
主電源モードからサーバーの電源をオフにするには、次の 2 つの方法のいずれかを使

用します。

■ 適切な順序でのシャットダウン。ボールペンなどの細いもので、前面パネルにあ
る電源ボタンを押して離します。ACPI (Advanced Configuration and Power 
Interface) が有効な OS では、これで適切な順序での OS シャットダウンが実行さ
れます。ACPI が有効な OS を稼働していないサーバーは、即座にスタンバイ電源
モードにシャットダウンされます。

■ 緊急シャットダウン。電源ボタンを 4 秒間押し続けると、主電源がオフになりス
タンバイ電源モードになります。

主電源がオフになると、前面パネルにある電源/OK LED が点滅を始め、サーバーが
スタンバイ電源モードにあることを示します。

注 – サーバーの電源を完全に切断するには、シャーシの背面パネルから AC 電源コー
ドを取り外す必要があります。

テスト用ドングルケーブルの使用
シャーシには、ドングルケーブルおよび DB-9/RJ-45 シリアル変換アダプタが付属し
ています。ドングルを使うと、サーバーの前面にデバイスを直接接続してテストでき
ます。DB-9/RJ-45 シリアル変換アダプタを使って RJ-45 アダプタを DB9 に取り付け
ることにより、機能が増えます。

▼ テスト用ドングルケーブルを使用する

1. ドングルケーブルをサーバーモジュールの前面パネルにある UCP (ユニバーサルコネ
クタポート) に挿入します。図 1-3 を参照してください。

2. 必要に応じて、ドングルケーブルを接続します。
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図 1-3 ドングルケーブルの接続

番号

コネクタ 状態

1 DB9 シリアルコンソールから
サーバーモジュールの ILOM

使用中

2 VGA ビデオコネクタ 使用中

3 10/100M ビット Ethernet サポートされていません。シャーシ上の Ethernet 
ポートを使用してください。

4 デュアル USB コネクタ 使用中

1

2

3
4
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章第 2

サーバーソフトウェアのセットアップ

この章では、Sun™ Integrated Lights Out Manager ソフトウェアをの設定およびアク
セス方法、プラットフォームオペレーティングシステムとドライバソフトウェアの
セットアップ方法を説明します。

この章では、次の項目について説明します。

■ 「Integrated Lights Out Manager」(9 ページ)

■ 「サービスプロセッサについて」(10 ページ)

■ 「事前設定された管理者アカウントの概要」(10 ページ)

■ 「接続の概要」(11 ページ)

■ 「サーバーモジュール ILOM への接続」(11 ページ)

■ 「ILOM IP アドレスの設定」(20 ページ)

■ 「プラットフォームオペレーティング システムおよびドライバソフトウェア の
セットアップ」(27 ページ)

Integrated Lights Out Manager  
Integrated Lights Out Manager (ILOM) は、シャーシおよびサーバーモジュールにイ
ンストールされたコンポーネントを監視および管理する内蔵システム管理ソフト
ウェアです。ILOM により、ネットワーク情報の設定、ハードウェア設定の表示と編
集、重要なシステム情報の監視、およびユーザーアカウントの管理を行います。

ILOM には、Web ブラウザ、コマンドラインインタフェース (CLI) 、SNMP インタ
フェース、IPMI インタフェースなど、さまざまなインタフェースを介してアクセス
できます。
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注 – この章では、コマンドラインインタフェースと Web ブラウザを使って ILOM に
アクセスする方法を説明します。その他の方法は、ILOM 管理ガイドを参照してくだ
さい。

サービスプロセッサについて

サービスプロセッサは、システム内の他のハードウェアに依存せずに動作するボード
です。独自の IP アドレスと MAC アドレスを持ち、他のシステムハードウェアの状
態とは無関係に動作します。サーバーモジュールで使用すると、サーバーの状態 (フ
ル動作、電源オフ、その中間のいずれか) に依存せずに動作します。

シャーシ、およびシャーシに設置されたサーバーモジュールごとに、固有のサービス
プロセッサが使用されます。

本書では、次の用語の使い方に注意してください。

■ 「シャーシ監視モジュール (CMM) 」とは、シャーシ上のハードウェアモジュール
を指すものとします。

■ 「CMM ILOM」とは、CMM 上の ILOM ソフトウェアを指すものとします。
■ 「サーバーモジュールサービスプロセッサ (SP) 」とは、サーバーモジュールの SP 

ハードウェアを指すものとします。
■ 「サーバーモジュール ILOM」とは、サーバーモジュール SP 上の ILOM ソフト

ウェアのことです。

サーバーモジュールによって、サービスプロセッサは異なります。

事前設定された管理者アカウントの概要

サーバーモジュールは、出荷時に次の管理者アカウントが事前設定されています。

ユーザー名：root

パスワード：changeme

事前設定の管理者アカウント (root) は、削除または変更できません。ただし、パス
ワードは変更できます。このアカウントには、すべてのサービスプロセッサの機能と
コマンドを使用できる管理者権限 (読み取りおよび書き込みアクセス) が組み込まれ
ています。

注 – CMM ILOM は、同じ管理者アカウントが事前設定された状態で出荷されます。
ユーザー名は root 、デフォルトのパスワードは changeme です。
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接続の概要

図 2-1 に、サーバーモジュール ILOM への接続方法を示します。

図 2-1 ILOM への接続オプション

サーバーモジュール ILOM への接続

サーバーモジュールのインストールを続行するには、ILOM に接続できることを確認
する必要があります。

サーバーモジュール ILOM には、次のいずれかの方法で接続できます。詳細は、各
セクションで説明します。

CMM ILOM

Net 0

ILOM

CLI  WebGUI

CLI 

CLI 

Ethernet 
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注 – オプション 1 または オプション 2 では、IP アドレスなしで ILOM に接続できま
す。これは、ILOM のコマンドラインインタフェース (CLI) のみで行う方法です。オ
プション 3 には、ILOM の IP アドレスが必要です。ただし、CLI および WebGUI の
どちらでも行えます。ほとんどのユーザーは ILOM の IP アドレスを設定し、オプ
ション 3 を使って接続します。

ILOM の IP アドレスの設定方法は、「ILOM IP アドレスの設定」(20 ページ) で説明
します。

■ オプション 1：シャーシ上のシリアルコネクタにより CMM ILOM に接続します。
次に CMM ILOM で、サーバーモジュール ILOM に移動します。「オプション 1：
シャーシ上のシリアルコネクタによる CMM ILOM への接続」(12 ページ) を参照
してください。

■ オプション 2：ドングルケーブルを使用して、サーバーモジュール ILOM に直接
シリアル接続を確立します。「オプション 2：ドングルケーブルによる ILOM への
接続」(16 ページ) を参照してください。

■ オプション 3：Ethernet を介して接続します。この場合は CLI と WebGUI の両
方を使用できます。「オプション 3：Ethernet ポートによる ILOM への接続」
(18 ページ) を参照してください。

次に、これらの方法を詳しく説明します。

オプション 1：シャーシ上のシリアルコネクタによる CMM 
ILOM への接続

シャーシ上のシリアルコネクタは、CMM ILOM に接続しています。CMM ILOM か
ら、サーバージュールの ILOM に接続するためのコマンドが送信されます。

シャーシのシリアルコネクタを使った接続方法

端末または PC で稼動しているターミナルエミュレータソフトウェアをシャーシの 
RJ-45 シリアルポートに接続すれば、いつでも CMM ILOM にアクセスできます。
CMM ILOM のコマンドラインインタフェース (CLI) を使うと、サーバーモジュール 
ILOM に接続できます。

正常に接続するには、サーバーモジュールがシャーシに設置されている必要があり
ます。

1. 使用している端末、ラップトップ、またはターミナルサーバーが稼働していることを
確認します。
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2. 端末デバイスまたはターミナルエミュレータを次のように設定します。

■ 8N1：データビット 8、パリティなし、ストップビット 1
■ 9600 ボー (デフォルト、57600 までの標準レートのいずれにも設定可) 
■ ハードウェアのフローコントロール無効 (CTS/RTS) 

3. シャーシのシリアルポートから端末デバイスにシリアルケーブルを接続します。

シリアルポートの場所は、シャーシの説明書で確認してください。

注 – シリアルポートでは次のようにピンを割り当てる必要があります。このピン配
列は、Sun Advanced Lights Out Manager (ALOM) または Remote System Control 
(RSC) 用のシリアルケーブルコネクタと同じです。表 2-1 を参照してください。

4. 端末デバイスの Enter キーを押します。

端末デバイスと CMM ILOM の間の接続が確立します。

注 – 電源を投入する前または起動シーケンス中に端末やエミュレータをシリアル
ポートに接続すると、ブートアップメッセージが表示されます。

システムがブートすると、CMM ILOM によって、次のログインプロンプトが表示さ
れます。

SUNCMMnnnnnnnnnn login：

プロンプトの最初の文字列はデフォルトのホスト名で、 プレフィックス「SUNCMM」
と CMM ILOM の MAC アドレスからなります。各サービスプロセッサには固有の 
MAC アドレスが割り当てられています。

表 2-1 シリアル管理ポートのピン配列

ピン番号  信号名

1 送信要求 (RTS) 

2 データ端末レディ (DTR) 

3 データ送信 (TXD) 

4 アース

5 アース

6 データ受信 (RXD) 

7 データキャリア検出 (DCD) 

8 送信許可 (CTS) 
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5. CLI にログインするには、次の手順に従ってください。

a. デフォルトのユーザー名 (root) を入力します。

b. デフォルトのパスワード (changeme) を入力します。

正常にログインすると、CMM ILOM にデフォルトのコマンドプロンプトが表示され
ます。

->

これで CMM ILOM CLI に接続されました。

6. 次のコマンドを入力してサーバーモジュール ILOM に移動します。

-> cd /CH/BLn/SP/cli

n には、サーバーモジュールの番号 0 ～ 9 に対応した数字 (0 ～ 9) を入力します。

7. start コマンドを入力します。

プロンプトが表示されます。

8. 継続するには「y」、キャンセルするには「n」と入力します。

「y」と入力した場合は、サーバーモジュール ILOM のパスワードを入力するプロン
プトが表示されます。

注 – CMM ILOM から、/CH/BLn/SP/cli (n はサーバーモジュールの番号) の下の 
Target の user のユーザー名 を使用してサーバーモジュール ILOM にログオンし
ます。

9. プロンプトが表示されたら、パスワードを入力します。

デフォルトのパスワードは changeme です。

サーバーモジュール ILOM のプロンプトが表示されます。

10. 終了するには、「exit」と入力します。

サーバーモジュール ILOM が終了し、CMM CLI のプロンプトが表示されます。
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次に、ログイン画面の例を示します。

 -> cd /CH/BL2/SP/cli
/CH/BL2/SP/cli

-> start
Are you sure you want to start /CH/BL2/SP/cli (y/n) ? y

Password： サーバーモジュール ILOM へのパスワードを入力します。

Sun (TM) Integrated Lights Out Manager

Version 1.1.1

Copyright 2006 Sun Microsystems, Inc. All rights reserved.
Use is subject to license terms.

Warning：password is set to factory default.

-> exit このコマンドを実行すると、サーバーモジュール ILOM を終了
して CMM ILOM に戻ります。
Connection to 10.6.153.33 closed.
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オプション 2：ドングルケーブルによる ILOM への接続

ドングルケーブルを使用すると、端末を直接 ILOM に接続できます。図 2-2 に、ドン
グルケーブルのサーバーモジュールへの接続方法、  表 2-2 に、ドングルケーブルのピ
ン配列を示します。

図 2-2 ドングルケーブル

番号

次表に、DB9 ドングルのピン配列を示します。

コネクタ 状態

1 DB9 シリアルコンソールから
サーバーモジュール ILOM

使用中

2 VGA ビデオコネクタ 使用中

3 10/100M ビット Ethernet サポートされていません。シャーシ上の Ethernet 
ポートを使用してください。

4 デュアル USB コネクタ 使用中

1

2

3
4
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表 2-2 DB9 ポートのピン配列

ドングルケーブルを使った ILOM への接続方法

1. ドングルケーブルをサーバーモジュールに接続します。

2. 端末またはターミナルエミュレータをドングルケーブルの DB9 コネクタ (図中 2) に
接続します。

ヒント – シャーシには、ドングルケーブルおよび DB-9/RJ-45 シリアル変換アダプタ
が付属しています。

ILOM のログインプロンプトが表示されます。

3. プロンプトが表示されたら、ユーザー名とパスワードを入力します。

デフォルトのユーザー名は root、デフォルトのパスワードは changeme です。

サーバーモジュール ILOM のプロンプトが表示されます。

4. ILOM を終了するには、次のように入力します。

-> exit

ピン番号  信号名 状態

6 COM DSR サポートなし

2 COM SIN

7 COM RTS

3 COM SOUT

8 COM CTS

4 COM DTR

1 COM DCD

9 COM RI サポートなし
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オプション 3：Ethernet ポートによる ILOM への接続

シャーシの Ethernet ポートを使用すると、最も堅牢性の高い ILOM 接続を確立でき
ます。この方法では、CLI と WebGUI の両方を使用できます。

ILOM には、RJ-45 コネクタ用 NET MGT 0 Ethernet ポートまたは対応する Network 
Express Module (NEM) ポートのどちらかを使用して接続できます。

Ethernet を使用して接続するには、ILOM の IP アドレスが必要です。

注 – ILOM の IP アドレスを設定する方法は、「ILOM IP アドレスの設定」
(20 ページ) を参照してください。

CLI へのログインとログアウト 

ILOM では、Ethernet を介して CLI に SSH からアクセスできます。

1. SSH クライアントを起動します。

2. ILOM にログインするには、次のように入力します。

$ ssh root@ipaddress

3. プロンプトが表示されたら、パスワードを入力します。

注 – デフォルトのユーザー名は root、デフォルトのパスワードは changeme です。

次に例を示します。

4. ログアウトするには、「exit」と入力します。

$ ssh root@192.168.25.25

root@192.168.25.25's password：
Sun Integrated Lights Out Manager
Version 1.0
Copyright 2006 Sun Microsystems, Inc. All rights reserved.

Warning： password is set to factory default.
->
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WebGUI へのログインとログアウト

1. WebGUI にログインするには、Web ブラウザに ILOM の IP アドレスを入力します。

ログイン画面が表示されます。

図 2-3 WebGUI のログイン画面

2. ユーザー名とパスワードを入力します。

WebGUI に最初にアクセスするとき、次のデフォルトのユーザー名とパスワードを
入力するプロンプトが表示されます。

■ デフォルトのユーザー名：root

■ デフォルトのパスワード：changeme

デフォルトのユーザー名とパスワードには、小文字を使ってください。

3.「Log In (ログイン) 」をクリックします。

WebGUI が表示されます。

4. WebGUI からログアウトするには、WebGUI の右上にある「Log Out (ログアウト) 」ボ
タンをクリックします。

ログアウト画面が表示されます。

注意 – WebGUI からログアウトするときに Web ブラウザのログアウトボタンは使用
しないでください。
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図 2-4 WebGUI のログアウト画面

ILOM IP アドレスの設定

このセクションでは、ILOM の IP アドレスを表示して設定する方法を説明します。
次の項目について説明します。

■ 「ILOM の IP アドレスの表示」(21 ページ)

■ 「BIOS セットアップユーティリティによる ILOM IP アドレスの設定」
(21 ページ)

■ 「DHCP による ILOM IP アドレスの設定」(23 ページ)

■ 「CLI による ILOM IP アドレスの設定」(24 ページ)
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ILOM の IP アドレスの表示

1.「サーバーモジュール ILOM への接続」(11 ページ) のいずれかの方法により ILOM 
CLI にログオンします。

Ethernet の SSH 接続を使用するには、IP アドレスが必要です。

2. root ディレクトリから次のコマンドを入力します。

a. IP アドレスに関連するすべての情報を表示するには、次のように入力します。

-> show /SP/network 

b. IP アドレスだけを表示するには、次のように入力します。

-> show /SP/network/ipaddress

BIOS セットアップユーティリティによる ILOM IP アドレス
の設定

BIOS セットアップユーティリティを使用して、ILOM の IP アドレスを設定できます。
IP アドレスの設定は、手動、または DHCP を使用して行うことができます。

1. 次の項目を確認します。

■ DHCP サーバーが新しいメディアアクセス制御 (MAC) アドレスを受け入れるよう
設定されている。

■ DHCP サーバーが対応する NEM ポートまたは RJ-45 NET MGT Ethernet ポート
に接続されている。

2. BIOS セットアップユーティリティを起動します。

a. システムをブートします。

b. ブートメッセージに注意してください。F2 キーを押して BIOS セットアップを開
始する行が表示されます。

c. そのメッセージが表示されたら F2 キーを押します。

メッセージの後に画面が変わり、BIOS セットアップユーティリティが表示され
ます。

3.「Advanced (詳細) 」タブを選択します。

「Advanced (詳細) 」ページが表示されます。

4. リストの「IPMI 2.0 Configuration (IPMI 2.0 構成) 」をハイライトし、Enter キーを押
します。

「IPMI 2.0 Configuration (IPMI 2.0 構成) 」ページが表示されます。
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5.「LAN Configuration (LAN 構成) 」をハイライトし、Enter キーを押します。

「LAN Configuration (LAN 構成) 」ページが表示されます。

6.「LAN Configuration (LAN 構成) 」ページで、「IP Assignment (IP 割り当て) 」の下の
「DHCP」または「Static (静的) 」を選択します。

「Static (静的) 」を選択した場合は、ページ末尾で IP アドレス、サブネットマスク、お
よびデフォルトゲートウェイを入力します。

7.「Commit (コミット) 」を選択して変更を保存します。

BIOS ユーティリティにより自動的にアドレスフィールドが更新されます。

■ 「Static (静的) 」を選択した場合は、ここで作業は終了です。

■ 「DHCP」を選択した場合は、DHCP サーバーにより IP アドレスがサーバーモ
ジュール ILOM に割り当てられます。ステップ 8 に進みます。

注意 – このページでの変更を保存するには、「Commit (コミット) 」を選択する必要
があります。F10 キーを押しても変更は保存されません。

8. DHCP がサーバーモジュール ILOM に割り当てた IP アドレスを確認するには、
次のいずれかを実行します。

■ オプション 1 またはオプション 2 を使用して ILOM にログオンし、
show /SP/network コマンドを入力します。

■ DHCP ログファイルを確認します。

注 – ログファイルは、オペレーティングシステムや DHCP サーバーにより、保存さ
れる場所が異なります。DHCP システム管理者に問い合わせて、ログファイルへの
正しいパスを入手してください。

通常、DHCP ログファイルのエントリは、次のようにコンマで区切られたフィー
ルドを持つ個別の行です。

ID, Date, Time, Description, IP Address, Host Name, MAC Address

正しい DHCP ファイルエントリの MAC アドレス (7 番目) フィールドで ILOM の 
MAC アドレスを探し、IP アドレス (5 番目) フィールドの対応する値を記録しま
す。このアドレスを使って、WebGUI およびリモートコンソールにアクセスする
必要があります。
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DHCP による ILOM IP アドレスの設定

この手順では、DHCP を使用して ILOM に IP アドレスを割り当てます。

1. DHCP サーバーが新しいメディアアクセス制御 (MAC) アドレスを受け入れるよう設
定されていることを確認します。

2. 次のいずれかの場所からサーバーモジュール ILOM の MAC アドレスを取得します。

MAC アドレスは、12 桁の 16 進数文字列で、xx:xx:xx:xx:xx:xx の形式で表示されます。
「x」は、各 1 個の 16 進数文字 (0 ～ 9、A ～ F、a ～ f) です。参照用に、このアドレ
スを記録します。

■ サーバーモジュール ILOM のシリアルポートに端末デバイスを接続し、 ILOM に
ログインして、コマンド show /SP/network を入力すると、現在の MAC アド
レスが表示されます。「オプション 2：ドングルケーブルによる ILOM への接続」
(16 ページ) を参照してください。

■ CMM ILOM のシリアルポートに端末デバイスを接続し、 CMM にログインして、
コマンド show /CH/BLn/SP/network を入力すると、現在の MAC アドレスが表
示されます。「オプション 3：Ethernet ポートによる ILOM への接続」(18 ページ) 
を参照してください。

■ GRASP ボードに貼られているラベルに MAC アドレスが記載されています。この
ラベルを確認するには、サーバーモジュールをスロットから引き出す必要があり
ます。

■ サーバーに付属のお客様情報シートに MAC アドレスが記載されています。

■ システムの BIOS セットアップ画面でMAC アドレスを確認します。そのために
は、「Advanced (詳細)」、「IPMI 2.0 Configuration (IPMI 2.0 構成)」、「Set LAN 
Configuration (LAN 構成の設定)」、「MAC アドレス (MAC アドレス)」の順に選
択します。

3. Ethernet ケーブルをサーバーモジュールに対応する NEM ポートに接続します。

NEM ポートの場所は、シャーシの説明書で確認してください。

注 – サーバーモジュール ILOM に IP アドレスを割り当てる前に、NEM ポートを
使って DHCP をサーバーモジュールに接続しておく必要があります。

DHCP が RJ-45 NET MGT Ethernet ポートにだけ接続されている場合は、サーバーモ
ジュール ILOM に自動的にアドレスを割り当てることはできません。
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4. サーバーモジュール ILOM をリセットします。

a.「オプション 1：シャーシ上のシリアルコネクタによる CMM ILOM への接続」
(12 ページ) または「オプション 3：Ethernet ポートによる ILOM への接続」
(18 ページ) の説明に従ってサーバーモジュール ILOM にログインします。

b. reset コマンドを入力します。

-> reset /SP

DHCP の再起動時に、ILOM に IP アドレスが自動的に割り当てられます。

5. DHCP がサーバーモジュール ILOM に割り当てた IP アドレスを確認します。

「BIOS セットアップユーティリティによる ILOM IP アドレスの設定」
(21 ページ) のステップ 8 を参照してください。

CLI による ILOM IP アドレスの設定 

この方法では、CLI を使用して ILOM IP アドレスを手動で設定します。

1. サーバーモジュール ILOM に、次のいずれかの方法で接続します。

■ 「オプション 1：シャーシ上のシリアルコネクタによる CMM ILOM への接続」
(12 ページ) の説明に従って、シャーシのシリアルコネクタを使用してサー
バーモジュール ILOM に接続する。

■ 「オプション 2：ドングルケーブルによる ILOM への接続」(16 ページ) の説明に
従って、ドングルケーブルを使用してサーバーモジュール ILOM に接続する。

■ 「オプション 3：Ethernet ポートによる ILOM への接続」(18 ページ) の説明に従っ
て、SSH を使用してサーバーモジュール ILOM に接続する。

2.  (省略可) IP アドレスを表示するには、show /SP/network/ipaddress を入力し
ます。

-> show /SP/network/ipaddress

 /SP/network
    Targets:

    Properties:
        ipaddress = 10.6.153.148

    Commands:
        show

->
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3. 次のコマンドを入力して /SP/network に移動します。

cd /SP/network

4. 次のコマンドを入力します。

■ 静的 Ethernet 接続を設定する場合

set pendingipdiscovery=static

set pendingipaddress=xxx.xxx.xx.xx

set pendingipnetmask=yyy.yyy.yyy.y

set pendingipgateway=zzz.zzz.zz.zzz

set commitpending=true

xxx.xxx.xx.xx、yyy.yyy.yyy.y および zzz.zzz.zz.zzz は、それぞれ ILOM およびネッ
トワーク設定で使用される IP アドレス、ネットマスク、およびゲートウェイで
す。これらのアドレスは、システム管理者にお問い合わせください。

■ 動的 Ethernet 接続を設定する場合

set pendingipdiscovery=dhcp

set commitpending=true

5. ILOM を終了するには、「exit」と入力します。

CMM ILOM を介してサーバーモジュールに接続している場合は、CMM ILOMに戻
ります。

SSH を使用して ILOM に接続している場合は、異なる IP アドレスでログインしてい
るため、自動的に切断されます。

次の例では、静的設定を表示し、それを動的になるように設定し、新しい設定を表示
する一般的なセッションを示します。
第 2 章 サーバーソフトウェアのセットアップ 25



-> cd /SP/network

-> show

/SP/network
   Targets:

   Properties:
       commitpending = (Cannot show property) 
       ipaddress = 10.6.42.42
       ipdiscovery = static
       ipgateway = 10.6.42.1
       ipnetmask = 255.255.255.0
       macaddress = 00:14:4F:3A:26:74
       pendingipaddress = 10.6.42.42
       pendingipdiscovery = static
       pendingipgateway = 10.6.42.1
       pendingipnetmask = 255.255.255.0

   Commands:
       cd
       set
       show

-> set pendingipdiscovery=dhcp
Set 'pendingipdiscovery' to 'dhcp'

-> set commitpending=true
Set 'commitpending' to 'true'  SSH を使用してログインした場合は、 

この時点で切断されます。

-> show

/SP/network
   Targets:

   Properties:
       commitpending = (Cannot show property) 
       ipaddress = 10.6.42.191
       ipdiscovery = dhcp
       ipgateway = 10.6.42.1
       ipnetmask = 255.255.255.0
       macaddress = 00:14:4F:3A:26:74
       pendingipaddress = 10.6.42.191
       pendingipdiscovery = dhcp
       pendingipgateway = 10.6.42.1
       pendingipnetmask = 255.255.255.0

   Commands:
       cd
       set
       show
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プラットフォームオペレーティング
システムおよびドライバソフトウェア
のセットアップ
サーバーモジュール ILOM のネットワーク設定を行ったあと、プリインストールさ
れている Solaris 10 オペレーティングシステムを設定したり、サポートされている 
Linux または Windows プラットフォームのオペレーティングシステムとドライバを
インストールできます。

■ プリインストールされた Solaris 10 オペレーティングシステムを使用するには、
「プリインストールされた Solaris 10 オペレーティングシステムの設定」(29 ペー
ジ) を参照してください。

■ サポートされている Linux や Solaris のオペレーティングシステムと、必要なド
ライバのインストールについては、『Sun Blade X6220 サーバーモジュールのオペ
レーティングシステムインストールガイド』を参照してください。

■ サポートされている Windows オペレーティングシステムと必要なドライバのイン
ストールについては、『Sun Blade X6220 サーバーモジュールのオペレーティングシ
ステムインストールガイド』を参照してください。

■ サーバーに固有の OS に関するその他の注意点については、『Sun Blade X6220 
サーバーモジュールご使用にあたって』も参照してください。
第 2 章 サーバーソフトウェアのセットアップ 27



28 Sun Blade X6220 サーバーモジュール設置マニュアル • 2007 年 7 月



章第 3

プリインストールされた Solaris 10 
オペレーティングシステムの設定

この章では、サーバーにプリインストールされている Solaris™ 10 オペレーティング
システム (OS) の設定手順説明します。出荷時にインストールされているバージョン
は Solaris 10 11/06 以降です。

注 – SPARC® システムとは異なり、サーバーの電源を入れてもモニターにプリイン
ストールされた Solaris 10 イメージは表示されません。BIOS の電源投入時の自己診
断テスト (POST) とその他のート情報が出力されます。

出荷時のサーバーのコンソールはシリアルポートにリダイレクトされています。

出力を VGA (ビデオポート) にることできます。詳細は、「コンソールの出力のビデオ
ポートへのリダイレクト (省略可)」(35 ページ) を参照してください。

開始前のご注意
プリインストールされた OS の設定する前に、次の作業を行う必要があります。

■ 「サーバーモジュール ILOM への接続」(11 ページ) の手順に従って、サーバーの 
ILOM の初期設定を行い、サーバーのネットワーク設定を確認します。

■ 「インストールのためのワークシート」(30 ページ) に示す設定に必要な情報を収集
します。デフォルトはアスタリスク (*) で示しています。

ヒント – サーバーモジュール、PCI Express Module、および SP MAC のアドレスを
確認するには、システムボックスに付属のお客様情報シート、またはその各ラベルに
印刷されているサーバー、PCI EM、SP MAC アドレスを参照してください。
29



インストールのためのワークシート

表 3-1 のワークシートを使用して、プリインストールされた Solaris 10 OS の設定に必
要な情報を収集します。収集するのは使用しているシステムのアプリケーションに該
当する情報だけで十分です。 

表 3-1 インストールのためのワークシート

インストールのための情報 説明または例 回答 (* はデフォルト ) 

言語 Solaris ソフトウェアに使用できる言語をリストから選
択します。

英語 *

地域 サポート対象の地域のリストから自分の地域を選択し
ます。

端末 使用可能な端末タイプのリストから、使用している端
末のタイプを選択します。

ネットワーク接続 システムはネットワークに接続されていますか ? • ネットワークに
接続されている

• ネットワークに
接続されていない *

DHCP ネットワークインタフェースの設定に DHCP
 (Dynamic Host Configuration Protocol) 
用できますか ?

• はい

• いいえ *

DHCP を使用し
ていない場合、
ネットワークア
ドレスを入力し
ます。

IP アドレス DHCP を使用していない場合、システムに IP アドレス
を割り当てます。

例：129.200.9.1

サブネット DHCP を使用していない場合、システムはサブネット
の一部ですか ?
システムがサブネットの一部である場合、サブネット
のネットマスクを入力します。

例：255.255.0.0

255.255.0.0* 

IPv6 このマシンで IPv6 を有効にしますか ? • はい

• いいえ *

ホスト名 システムに指定したホスト名

Kerberos このマシンで Kerberos セキュリティを設定しますか ?
設定する場合、次の情報を収集してください。

デフォルト Realm：

管理サーバー：

第 1 KDC：

(省略可 ) その他の KDC：

• はい

• いいえ *
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ネームサービス ネームサービス 該当する場合は、このシステムで使うネームサービス
を入力します。

• NIS+
• NIS
• DNS
• LDAP

• なし *

ドメインネーム システムが含まれているドメインの名前を入力します。

NIS+ と NIS 自分でネームサーバーを指定しますか、またはインス
トールプログラムによって自動的に指定しますか ?

• IP アドレスを指定

• 自動的に指定 * 

DNS DNS サーバーの IP アドレスを入力します。少なくと
も 1 個は入力する必要があります (最高 3 個 ) 。

DNS の問い合わせ時に検索するドメインのリストも入
力できます。

検索ドメイン：

検索ドメイン：

検索ドメイン：

LDAP LDAP プロファイルについて次の情報を入力します。

プロファイル名：

プロファイルサーバー：

LDAP プロファイルにプロキシ認証レベルを指定する
場合は、次の情報を収集します。

プロキシバインド識別名：

プロキシバインドパスワード：

表 3-1 インストールのためのワークシート (続き)

インストールのための情報 説明または例 回答 (* はデフォルト ) 
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デフォルトルート 自分でデフォルトルート IP アドレスを指定しますか、
または Solaris インストールプログラムによって自動的
に指定しますか ?
デフォルトルートは、2 つの物理ネットワーク間でト
ラフィックを転送するブリッジの役目を果たします。
IP アドレスは、ネットワーク上の各ホストを識別する
固有の数字です。

次のようなオプションがあります。

• 自分で IP アドレスを指定できます。指定された IP ア
ドレスを使用して、/etc/defaultrouter ファイ
ルが作成されます。システムのリブート時に、指定
した IP アドレスがデフォルトのルートになります。

• Solaris インストールプログラムを使用して、IP アド
レスを検出できます。ただしその場合は、システム
がルータのあるサブネット上にあり、そのルータが 
ICMP ルータディスカバリプロトコルを使用して公
開されている必要があります。コマンドラインイン
タフェースを使用する場合、システムのブート時に 
IP アドレスが自動的に検出されます。

• この時点でルータを使用していないか、ソフトウェ
アによって IP アドレスを検出しない場合には、「な
し」を選択することもできます。ソフトウェアは、
リブート時に IP アドレスを自動的に検出します。

• IP アドレスを指定

• IP アドレスを検出

• なし * 

時差 デフォルトの時差を指定する方法を選択します。 • 地域 *
• GM からのオフ

セット 
• 時差ファイル

ルートパスワード システム用のルートパスワードを選択します。

表 3-1 インストールのためのワークシート (続き)

インストールのための情報 説明または例 回答 (* はデフォルト ) 
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プリインストールされた Solaris 10 
オペレーティングシステムの設定 

注 – この手順を実行する前に、サービスプロセッサをセットアップする必要があ
ります。準備が完了していない場合は、「サーバーモジュール ILOM への接続」
(11 ページ) を参照してください。

設定時は、「インストールのためのワークシート」(30 ページ) で収集した情報を使用
します。

サーバーモジュール ILOM を設定したあと、サービスプロセッサによりシステムコ
ンソールに接続して、プリインストールされた Solaris 10 オペレーティングシステム 
(OS) 定できます。

▼ サービスプロセッサによるシステムコンソール
への接続方法

「サーバーモジュール ILOM への接続」(11 ページ) の説明に従って、シリアル端末ま
たは Ethernet を使用してサービスプロセッサに接続することができます。

シリアル端末を使用してサービスプロセッサに接続する場合は、次のいずれかの方法
を使用します。

■ シリアルポート出力をキャプチャするには、クライアントで動作する Solaris OS 
で次のように入力します。
$tip -9600 /dev/ttya

■ クライアントで動作する Windows で、Hyperterminal などのプログラムを起動し
ます。

■ クライアントで動作する Linux で、Minicom などのプログラムを起動します。
Minicom は Linux ディストリビューションに含まれている、テキストベースのシ
リアル通信プログラムです。詳細は、Linux ディストリビューションに含まれるマ
ニュアルページを参照してください。

1.「サーバーモジュール ILOM への接続」(11 ページ) のいずれかの方法により、
サービスプロセッサに接続してログインします。

サーバーモジュール ILOM のプロンプトが表示されます。

->
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2. サービスプロセッサの通信プロパティがデフォルトに設定されていることを確認しま
す。次に例を示します。

3. speed (速度) 9600 以外の場合は、次のコマンドにより変更します。

-> set /SP/serial/host pendingspeed=9600 commitpending=true

4. 次のように入力して、シリアルコンソールモードを開始します。

-> start /SP/console

管理者権限のあるアカウントだけが、SP シリアルポートの設定を実行できます。

5. プロンプトが表示されたら、「y」と入力します。

Are you sure you want to start /SP/console (y/n) ? y

6. 前面パネルにあるくぼんだ電源ボタンをボールペンなど先の尖ったもので押して、
サーバーの電源を入れます。

OS のブート時に、POST メッセージが画面に表示されます。

7. Solaris 10 のプリインストール画面に表示される指示に従います。

8. 指示に従ってシステムとネットワークの情報を入力します。このとき、「インストー
ルのためのワークシート」(30 ページ) で収集した情報を使用します。

表示される画面は、ネットワーク情報をサーバーに割り当てる方法 (DHCP または静
的 IP アドレス) によってなります。

システム構成情報を入力すると、サーバーのブート処理が完了し、Solaris のログイ
ンプロンプトが表示されます。

-> show /SP/serial/host
/SP/serial/host
    Targets:

    Properties:
        commitpending = (Cannot show property) 
        pendingspeed = 9600
        speed = 9600

    Commands:
cd
show
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▼ コンソールの出力のビデオポートへの
リダイレクト (省略可) 
サーバーモジュールのコンソールは自動的にシリアルポートに送られます。X86 また
は X64 システムの Solaris OS には、オープンソースの GRUB ブートローダがデフォ
ルトで付属しています。ブートローダは、システムの電源を入れてから最初に実行さ
れるソフトウェアプログラムです。

シャーシの SER MGT ポートまたはドングルのシリアルポートにケーブルを取り付
け、ホストサーバーのシリアルポートとクライアントシステムのビデオポートを接
続します。

GRUB メニューから、次に示すように、インストールプロセスを VGA 接続 (ビデオ
ポート) に表示するプションを選択できます。

*******************************************************************

* Solaris 10 11/06 s10x_u2wos_09a X86                                      *

* Solaris failsafe * 

* Solaris 10 11/06 s10x_u2wos_09a X86(VGA) *

*                                                                         *

*                                                                         *

*                                                                         *

*                                                                         *

*                                                                         *

たとえば、ビデオポートへの出力を表示するには、「Solaris 10 11/06 
s10x_u2wos_09a X86 (VGA)」オプションを選択します。

Solaris 10 ユーザーマニュアル 
次の Web サイトで、Solaris 10 OS の各種ユーザーマニュアルを参照できます。

http://docs.sun.com/app/docs/prod/solaris.10 

Solaris 10 OS のトレーニング

Sun は、お客様のスケジュールと学習スタイルに応じて柔軟なトレーニングオプション
を提供しています。講師によるクラス、Web ベースのオンラインのクラス、CD-ROM 
のクラス、ライブ仮想クラスなどのオプションがあります。Solaris 10 のトレーニング
および認定オプションの一覧については、次のサイトを参照してください。

http://www.sun.com/training/catalog/solaris10.html
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Solaris インストールプログラムの使用
Solaris インストールプログラムの使用方法が記載されたドキュメントを、次の Web 
サイトから入手できます。

http://docs.sun.com/

SPARC ベースではなく、x86 ベースシステムの手順に従ってください。詳細は、イン
ストールしたバージョンの Solaris 10 オペレーティングシステムの「Solaris 10 Release 
and Installation Collection (Solaris 10 リリースおよびインストールコレクション) 」を
参照してください。次のサイトで入手できます。

http://docs.sun.com/app/docs/prod/solaris.10

インストール中の注意

プリインストールされた Solaris OS の設定が完了すると、Solaris インストールプロ
グラムでシステムがリブートされ、ログイン画面が表示されます。システムにプリ
ロードされている次のソフトウェアを示すメッセージが表示されます。

■ Sun Java™ Enterprise System (Java ES) 
■ Sun™ Studio 11

Sun Java Enterprise System

Sun Java Enterprise System (Java ES) は、ネットワークまたはインターネット環境を
通じて配布される、企業規模のアプリケーションをサポートするために必要なサービ
スを構築する、一連のソフトウェアコンポーネントです。

Sun Studio 11

Sun Studio 11 には、SPARC および x86/x64 プラットフォームの Solaris OS 向けの、
高性能で最適化された C、C++、および Fortran コンパイラが搭載されています。
また、アプリケーションパフォーマンス分析やソース言語が異なるアプリケーション
のデバッグを行うためのコマンドラインツールや、NetBeans ベースの Integrated 
Development Environment (IDE) も搭載されています。これらのツールにより、gcc、
Visual C++、C99、OpenMP、および Fortran 2003 との互換性があるマルチプラット
フォームに対応できます。
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Solaris オペレーティングシステムの
再インストール
Solaris を再インストールしたり別のバージョンの Solaris をインストールするには、
DVD や Preboot Execution Environment (PXE) ネットワーク経由など、複数の方法
があります。

詳細な手順については、『Solaris 10 インストールガイド (基本編)』を参照してくだ
さい。

ソフトウェアのダウンロード

ソフトウェアを再インストールする必要がある場合は、次のサイトからダウンロード
できます。

■ Solaris 10 オペレーティングシステムをダウンロードする場合

http://www.sun.com/software/solaris/get.jsp

■ パッチをダウンロードする場合

http://sunsolve.sun.com/pub-cgi/show.pl?target=home
第 3 章 プリインストールされた Solaris 10 オペレーティングシステムの設定 37



38 Sun Blade X6220 サーバーモジュール設置マニュアル • 2007 年 7 月



索引
C
CLI

SSH ログアウト 18
SSH ログイン 18

CMM ILOM 10

D
DB-9/RJ-45 シリアルアダプタ 6
DHCP 23

E
Ethernet コネクタ 7, 16

G
GRUB 35

I
ILOM

CLI
SSH ログアウト 18
SSH ログイン 18

概要 9
シリアル接続 12

IP アドレス

BIOS セットアップユーティリティによる

設定 21
DHCP による設定 23

M
MAC アドレス 13, 23

SP 29
サーバーモジュール 29

O
OS のインストール、参照先 27

P
PCI EM MAC アドレス 29

R
root パスワード 18

S
Solaris 10 オペレーティングシステム

ダウンロード 37
SSH

CLI ログアウト 18
CLI ログイン 18

U
USB デバイスへの接続 7, 16

か
概要、設置 1

緊急シャットダウン 6
39



さ
サーバーモジュール

ILOM 10
SP IP アドレスによる接続 33
前面パネル 5
挿入 2
ビデオへのコンソールのリダイレクト 35

サーバーモジュール ILOM
Ethernet ポートによる接続 18
シャーシのシリアルコネクタを使った接続 12
ドングルケーブルによる接続 16

サーバーモジュールの定義 1

サービスプロセッサ
MAC アドレス 29

事前設定された ILOM 管理アカウント 10

シャーシの定義 1

シリアルコネクタ 7

スタンバイ電源、適用 4

製品アップデート vii

設置の概要 1

た
適切な順序でのシャットダウン 6

デフォルトの root パスワード 18

電源
スタンバイ電源の投入 4
電源切断 6

電源のシャットダウン 6

ドライバアップデート vii

ドングルケーブル 6

ドングルケーブルによるテスト 6

は
パスワード、root 18

パラレルコネクタ 7

ビデオポートへのリダイレクト 35

ファームウェアアップデート vii

や
用語の定義 1, 9, 10

ら
ログアウト

CLI および SSH 18

ログイン
CLI および SSH 18
40  Sun Blade X6220 サーバーモジュール設置マニュアル • 2007 年 7 月


	Sun Blade™ X6220 サーバーモジュール設置マニュアル
	目次
	サーバーハードウェアのセットアップ
	設置の概要と用語
	サーバーモジュールの挿入
	サーバーモジュールを挿入する

	サーバーモジュールの電源投入と電源切断
	サービスプロセッサの初期設定のための スタンバイ電源供給
	すべてのサーバーコンポーネントの主電源を 投入する
	主電源モードからシャットダウンする

	テスト用ドングルケーブルの使用
	テスト用ドングルケーブルを使用する


	サーバーソフトウェアのセットアップ
	Integrated Lights Out Manager
	サービスプロセッサについて
	事前設定された管理者アカウントの概要
	接続の概要
	サーバーモジュール ILOM への接続
	ILOM IP アドレスの設定

	プラットフォームオペレーティングシステムおよびドライバソフトウェアのセットアップ

	プリインストールされた Solaris 10 オペレーティングシステムの設定
	開始前のご注意
	インストールのためのワークシート

	プリインストールされた Solaris 10 オペレーティングシステムの設定
	サービスプロセッサによるシステムコンソール への接続方法
	コンソールの出力のビデオポートへの リダイレクト (省略可)
	Solaris 10 ユーザーマニュアル
	Solaris 10 OS のトレーニング

	Solaris インストールプログラムの使用
	インストール中の注意

	Solaris オペレーティングシステムの再インストール
	ソフトウェアのダウンロード


	索引



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /3Of9Barcode
    /AdobePiStd
    /AdobeSansMM
    /AdobeSerifMM
    /AgencyFB-Bold
    /AgencyFB-Reg
    /Arial-Black
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialRoundedMTBold
    /ArialUnicodeMS
    /AvenirLTLight
    /Avenir-Roman
    /Basemic
    /BaskOldFace
    /Batang
    /BatangChe
    /Bauhaus93
    /BellMT
    /BellMTBold
    /BellMTItalic
    /BerlinSansFB-Bold
    /BerlinSansFBDemi-Bold
    /BerlinSansFB-Reg
    /BernardMT-Condensed
    /BlackadderITC-Regular
    /BodoniMT
    /BodoniMTBlack
    /BodoniMTBlack-Italic
    /BodoniMT-Bold
    /BodoniMT-BoldItalic
    /BodoniMTCondensed
    /BodoniMTCondensed-Bold
    /BodoniMTCondensed-BoldItalic
    /BodoniMTCondensed-Italic
    /BodoniMT-Italic
    /BodoniMTPosterCompressed
    /BookAntiqua
    /BookAntiqua-Bold
    /BookAntiqua-BoldItalic
    /BookAntiqua-Italic
    /BookmanOldStyle
    /BookmanOldStyle-Bold
    /BookmanOldStyle-BoldItalic
    /BookmanOldStyle-Italic
    /BookshelfSymbolSeven
    /BradleyHandITC
    /BritannicBold
    /Broadway
    /BrushScriptMT
    /CalifornianFB-Bold
    /CalifornianFB-Italic
    /CalifornianFB-Reg
    /CalisMTBol
    /CalistoMT
    /CalistoMT-BoldItalic
    /CalistoMT-Italic
    /Castellar
    /Centaur
    /Century
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CenturySchoolbook
    /CenturySchoolbook-Bold
    /CenturySchoolbook-BoldItalic
    /CenturySchoolbook-Italic
    /Chiller-Regular
    /Code39SmallMedium-BT
    /ColonnaMT
    /ComicSansMS
    /ComicSansMS-Bold
    /CooperBlack
    /CopperplateGothic-Bold
    /CopperplateGothic-Light
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /CourierStd
    /CourierStd-Bold
    /CourierStd-BoldOblique
    /CourierStd-Oblique
    /CurlzMT
    /DFHei-Md-HK-BF
    /DFHei-Md-HKP-BF
    /DFHSGothic-W3-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W5-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W7-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W9-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W3-WING-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W5-WING-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W7-WING-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFKGothicStd-W5
    /DFKGothicStd-W7
    /DFLiHeiBold-WIN-BF
    /DFLiHeiBold-WINP-BF
    /DFPHeiW12
    /DFPHeiW3
    /DFPHeiW5
    /DFPHeiW7
    /DFPHeiW9
    /DFPSongW12
    /DFPSongW3
    /DFPSongW5
    /DFPSongW7
    /DFPSongW9
    /DFYuan-Bd-WIN-BF
    /DFYuan-Lt-WIN-BF
    /DLHei-Md-WIN-BF
    /Dotum
    /DotumChe
    /EdwardianScriptITC
    /Elephant-Italic
    /Elephant-Regular
    /EngraversMT
    /ErasITC-Bold
    /ErasITC-Demi
    /ErasITC-Light
    /ErasITC-Medium
    /EstrangeloEdessa
    /FelixTitlingMT
    /FootlightMTLight
    /ForteMT
    /FranklinGothic-Book
    /FranklinGothic-BookItalic
    /FranklinGothic-Demi
    /FranklinGothic-DemiCond
    /FranklinGothic-DemiItalic
    /FranklinGothic-Heavy
    /FranklinGothic-HeavyItalic
    /FranklinGothic-Medium
    /FranklinGothic-MediumCond
    /FranklinGothic-MediumItalic
    /FreestyleScript-Regular
    /FrenchScriptMT
    /FZSTK--GBK1-0
    /FZSY--SURROGATE-0
    /FZYTK--GBK1-0
    /Garamond
    /Garamond-Bold
    /Garamond-Italic
    /Gautami
    /GBYenRound-Bold
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Gigi-Regular
    /GillSansAltOneWGL
    /GillSansAltOneWGL-Bold
    /GillSansAltOneWGL-BoldItalic
    /GillSansAltOneWGL-Italic
    /GillSansAltOneWGLLight
    /GillSansAltOneWGLLight-It
    /GillSansMT
    /GillSansMT-Bold
    /GillSansMT-BoldItalic
    /GillSansMT-Condensed
    /GillSansMT-ExtraCondensedBold
    /GillSansMT-Italic
    /GillSansStd
    /GillSansStd-Light
    /GillSans-UltraBold
    /GillSans-UltraBoldCondensed
    /GloucesterMT-ExtraCondensed
    /GothicRoundB-HM
    /GothicXB-HM
    /GoudyOldStyleT-Bold
    /GoudyOldStyleT-Italic
    /GoudyOldStyleT-Regular
    /GoudyStout
    /Gulim
    /GulimChe
    /Gungsuh
    /GungsuhChe
    /H2gttB
    /Haettenschweiler
    /HarlowSolid
    /HGGothicE
    /HGGothicM
    /HGGyoshotai
    /HGKyokashotai
    /HGMaruGothicMPRO
    /HGMinchoB
    /HGMinchoE
    /HGPGothicE
    /HGPGothicM
    /HGPGyoshotai
    /HGPKyokashotai
    /HGPMinchoB
    /HGPMinchoE
    /HGPSoeiKakugothicUB
    /HGPSoeiKakupoptai
    /HGPSoeiPresenceEB
    /HGSeikaishotaiPRO
    /HGSGothicE
    /HGSGothicM
    /HGSGyoshotai
    /HGSKyokashotai
    /HGSMinchoB
    /HGSMinchoE
    /HGSoeiKakugothicUB
    /HGSoeiKakupoptai
    /HGSoeiPresenceEB
    /HGSSoeiKakugothicUB
    /HGSSoeiKakupoptai
    /HGSSoeiPresenceEB
    /HighTowerText-Italic
    /HighTowerText-Reg
    /HYGoThic-Bold
    /HYGoThic-Medium
    /HYMyeongJo-Bold
    /HYMyeongJo-Extra
    /HYRGoThic-Bold
    /HYRGoThic-Medium
    /HYSinMyeongJo-Medium
    /Impact
    /ImprintMT-Shadow
    /InformalRoman-Regular
    /Jokerman-Regular
    /JuiceITC-Regular
    /KaiTi_GB2312
    /Kartika
    /Kingsoft-Phonetic
    /KristenITC-Regular
    /KunstlerScript
    /Latha
    /LatinWide
    /LiSu
    /LucidaBright
    /LucidaBright-Demi
    /LucidaBright-DemiItalic
    /LucidaBright-Italic
    /LucidaCalligraphy-Italic
    /LucidaConsole
    /LucidaFax
    /LucidaFax-Demi
    /LucidaFax-DemiItalic
    /LucidaFax-Italic
    /LucidaHandwriting-Italic
    /LucidaSans
    /LucidaSans-Demi
    /LucidaSans-DemiItalic
    /LucidaSans-Italic
    /LucidaSans-Typewriter
    /LucidaSans-TypewriterBold
    /LucidaSans-TypewriterBoldOblique
    /LucidaSans-TypewriterOblique
    /LucidaSansUnicode
    /Magneto-Bold
    /MaiandraGD-Regular
    /Mangal-Regular
    /MaturaMTScriptCapitals
    /MicrosoftSansSerif
    /MingLiU
    /MinionPro-Bold
    /MinionPro-BoldIt
    /MinionPro-It
    /MinionPro-Regular
    /Mistral
    /Modern-Regular
    /MonotypeCorsiva
    /MS-Gothic
    /MS-Mincho
    /MSOutlook
    /MS-PGothic
    /MS-PMincho
    /MSReferenceSansSerif
    /MSReferenceSpecialty
    /MS-UIGothic
    /MVBoli
    /MyriadPro-Bold
    /MyriadPro-BoldIt
    /MyriadPro-It
    /MyriadPro-Regular
    /MyungjoXB-HM
    /NiagaraEngraved-Reg
    /NiagaraSolid-Reg
    /NSimSun
    /NSimSun-18030
    /OCRAExtended
    /OldEnglishTextMT
    /Onyx
    /PalaceScriptMT
    /PalatinoLinotype-Bold
    /PalatinoLinotype-BoldItalic
    /PalatinoLinotype-Italic
    /PalatinoLinotype-Roman
    /Papyrus-Regular
    /Parchment-Regular
    /Perpetua
    /Perpetua-Bold
    /Perpetua-BoldItalic
    /Perpetua-Italic
    /PerpetuaTitlingMT-Bold
    /PerpetuaTitlingMT-Light
    /PhilipsCorpIdent
    /Playbill
    /PMingLiU
    /PoorRichard-Regular
    /Pristina-Regular
    /Raavi
    /RageItalic
    /Ravie
    /Rockwell
    /Rockwell-Bold
    /Rockwell-BoldItalic
    /Rockwell-Condensed
    /Rockwell-CondensedBold
    /Rockwell-ExtraBold
    /Rockwell-Italic
    /ScriptMTBold
    /ShowcardGothic-Reg
    /Shruti
    /SimHei
    /SimSun
    /SimSun-18030
    /SnapITC-Regular
    /STCaiyun
    /Stencil
    /STFangsong
    /STHupo
    /STKaiti
    /STLiti
    /STSong
    /STXihei
    /STXingkai
    /STXinwei
    /STZhongsong
    /Sylfaen
    /Symbol
    /SymbolMT
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TempusSansITC
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Tunga-Regular
    /TwCenMT-Bold
    /TwCenMT-BoldItalic
    /TwCenMT-Condensed
    /TwCenMT-CondensedBold
    /TwCenMT-CondensedExtraBold
    /TwCenMT-Italic
    /TwCenMT-Regular
    /UniversLTStd-Bold
    /UniversLTStd-Light
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
    /VinerHandITC
    /Vivaldii
    /VladimirScript
    /Vrinda
    /Webdings
    /Wingdings2
    /Wingdings3
    /Wingdings-Regular
    /YouYuan
    /ZWAdobeF
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


